
篆
刻
入
門
講
座 

弥
彦
村
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集 

日 

時 

十
一
月
二
十
六
・
二
十
八
日
（
火
・
木
）
二
日
間
連
続 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
十
二
時 

会 

場 

弥
彦
総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

講 

師 

忠
地 

九
華
氏
（
県
書
道
教
育
会
理
事
） 

受
講
料 

千
円
（
材
料
費 
印
材
２
～
３
種
か
ら
選
択
） 

そ
の
他 

・
用
具
は
講
師
が
準
備
し
ま
す
。 

・
二
日
間
で
基
本
的
な
技
術
を
学
び
、
作
品
の
完
成 

を
目
指
し
ま
す
。 

申 

込 

十
月
二
十
六
日(

火)

よ
り
左
記
電
話
か
二
次
元
コ
ー 

ド
で
申
込
く
だ
さ
い
。 

（
先
着
十
名 

℡
９
４
❘
４
３
１
１
） 

電
話
申
込
み
は
、
月
曜
除
く
平
日
午
前
９
時
～
午
後 

４
時
に
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ 

社
会
教
育
課 

℡
９
４
❘
４
３
１
１ 
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篆
刻(

て
ん
こ
く) 

 

文
字
通
り
「
篆
書
を
刻
す
」
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
「
石
・
木
・

銅
な
ど
の
印
材
に
、
篆
書
を
用
い
て
印
を
刻
す
」
こ
と
で
す
。
現
在
で

は
篆
書
以
外
で
も
、
か
な
・
楷
書
・
行
書
・
草
書
・
隷
書
な
ど
を
用
い

て
も
総
称
し
て
篆
刻
と
し
て
い
ま
す
。 


